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明けましておめでとうございます。

2025年が皆様にとって素晴らしい年となることを

祈念致します。

理事長　山 田 雅 英

初春を寿ぎ、謹んで新年をお慶び申し上げます。

ここで本年の展望を述べるべきところですが、願いは沢山あっても先を見通すことは難しい状況に我々は置かれて

います。日本においては自公連立政権が昨年10月の衆議院選挙により、少数与党になりました。米国に於いては

同11月の大統領選に於いて、トランプ前大統領が再就任することになりました。よって国内外の政治経済の情勢が

大きく変化することが予想されます。

まずは、昨年の元旦のような自然災害に見舞われないこと、地政学的に発生し長期化している複数の紛争が終焉する

こと、政治が安定すること、物価高が収まること、人手不足が解消すること、などが実現し今年がよい年になること

を祈念いたします。

昨年11月開催で第32回を数えるJIMTOFでは、人手不足に対応するための自動化提案の展示が随所にみられ、製造

業に対して生産財を扱う私たちの仕事の社会的役割の大きさを改めて認識する機会で有ったと振り返ります。

さて、考え方を変えれば「先の見えない時代」だからこそ、私たちは強みが発揮できる、ということも言えるので

はないでしょうか。欧米や中国の企業風土は、トップダウンが特徴ですから、21世紀に入り技術革新がどのように

世界を変えていくかに関し自らの先見性を信じて、冒険的な投資をする勇気が有り、スピード感を以て人々を引っ

張る統率力のある人たちが世界的な大成功を収めてきたと言えるのではないでしょうか。

しかし、先が見えない時代の冒険は、前に崖が待ち受けているかも知れないのです。

日本の企業風土は、合意形成を大切にしますので、変化には柔軟に対応できる素地があると考えます。トップダウン

の号令で動く組織は、止まることが出来ずに崖に落ちてしまうかも知れませんが、現場のコンセンサスを大切にする

組織では崖の前で自然に足が止まります。変化に柔軟に対応できるのです。

しかし、この強みを発揮するためには、私たちは一つ乗り越えなければならないハードルがあると自覚すべきであり

ましょう。それは、昨今の製造業の不祥事の多発を見ても明らかですが、「職場の心理的安全性を確保する」すなわ

ち、モノが言いやすい企業風土を醸成することです。さらに言い換えれば、息苦しい不信のマネジメントから、明る

く信頼し合うマネジメントに移行させることです。それが成れば日本は本来の強さを取り戻せると思う次第です。

2025年は「乙（きのと）」「巳（み）」の年です。乙（きのと）は、十干の2番目で「木」の要素を持ち、草木

がしなやかに伸びる様子や横へと広がっていく意味を持ちます。

また巳（み・へび）は、神様の使いとして大切にされてきた動物で、脱皮を繰り返すことから不老不死のシンボル

ともされております。そのため乙巳（きのとみ）の年は、「再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展していく」年

になると考えられます。それが本年、現実となることを強く願う次第です。
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東機工は、昨年も環境の変化に対する組合員の助けになるべく、賛助会員各社による技術セミナーの他、行政の支

援制度の案内・機械工具商のあるべき姿など、セミナーや情報発信を積極的に行ってきました。本年も引き続き、

より役立つ情報発信を行う所存です。また、サマーフェスタやボーリング大会・ゴルフコンペなど、懇親の場の設

営にも努めて参りました。環境が大きく変化する中で、業界内の情報交換の場の重要です。東機工が皆様にとって

無くてはならない有益な場になるように尽力致す所存ですので、東機工の活動に対し積極的なご参加とご理解ご支

援をお願い申し上げます。

全日本機械工具商連合会

会 長　坂 井 俊 司

新年、明けましておめでとうございます。 

昨年を振り返りますと、世界は引き続き大きな変化と不安定な状況に直面しました。地政学的な緊張、気候変動に

よる異常気象、そしてエネルギー価格の変動が、私たちの日常生活や経済に多大な影響を及ぼしました。

これらの世界的な不安定要因がある中で、国内の製造業においては①DX化の加速、②カーボンニュートラルへの取

り組み、③サプライチェーンの再構築、④労働生産人口減少への取り組み、⑤グローバル競争力への維持・強化を

進めてきています。困難に直面する中で技術革新とDXへのさらなる取り組みが日本のものづくり企業の新しい成長

の機会を見出す鍵となっているのではないでしょうか。

そのような状況の中で昨年度は全日本機械工具商連合会としては大きな行事はありませんでしたが、各地区、各組合

の中で個別に展示会、講演会また見学会等の行事に意欲的に取り組んでいただきました。また、組合員の情報交換や

懇親を深めるだけでなく仕入先各社様との交流も活発に行っていただきました。

先に述べました我が国の製造業が5つのポイントの取り組みを引き続き強化する中で我々機械工具業界もその大きな

潮流に追従していかなければならず、各組合の会社様においても取り組みの強化が必要であります。仕入先各社様と

も情報交換、情報共有のご協力をお願いするとともに、全機工連としてもできる限りの情報発信をしていきたいと思

います。

さて今年は11月4日（火曜日）に東京国際フォーラムにて全国大会を開催いたします。東京都機械工具商業協同組合

様を中心に関東ブロックの組合の皆様のご協力もいただきながら検討いただいています。皆様にとって実りある大会

となるように願っております。

会員の皆様、仕入先・賛助会員の皆様のご出席を是非ともよろしくお願い申し上げます。

1月の主な行事

木 東機工新年賀詞交歓会2025 日本橋三井ホール

水 大会実行委員会 組合会議室

金 事務局長協会新年交流会 日本教育会館

金 とうきょう共済理事会 紙パルプ会館

1月24日

1月31日

18:00

10:00

1月9日 18:00

1月22日 18:00


